3/28（土）29（日）　14:30開演　大ホール　全席指定　京響マーク

京都市交響楽団 第643回定期演奏会
広上淳一のシューベルト＆マーラー
純真無垢な天上に響くシンフォニー

2019年度のフィナーレは広上淳一指揮でシューベルトとマーラーの交響曲を。歌曲王シューベルトが19歳で書いたモーツァルト風の天に昇るような旋律の交響曲第5番と、最終楽章でソプラノ森谷真理が清らかな歌声で天上の生活の素晴らしさを歌う牧歌的なマーラーの交響曲第4番で、幸福感と喜びに満ちた音楽の陶酔へと誘います。

［指揮］広上 淳一（常任指揮者兼ミュージック・アドヴァイザー）
［ソプラノ］森谷 真理

シューベルト：交響曲第5番変ロ長調D.485
マーラー：交響曲第4番ト長調

写真2点
広上淳一 （ｃ）K.Miura
森谷真理 （ｃ）武藤章

開演前(14:00ごろ～　)指揮者による「プレトーク」(ステージ上)開催、
終演後～レセプション（大ホールホワイエ）開催　

S 5,000円  A 4,500円  B 3,500円  P 2,000円
協賛：ローム株式会社　　　協力：株式会社ドルチェ楽器　　後援：㈱エフエム京都
